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芸邑 と 巨 大 分 子 雲 の ヨ主力 ネロ互 作 用
名大 19! 勝本光昭,文語 允
_阜_1一足q)過度牡艶
屋とわずかな豊の星間ガスは銀河系の中心のまわりを同一方向に公転 し､遠心力と虫力
を釣り合わせて偏平な回転系を形成 している｡ 写真などによくみられる円盤銀河の 1つ
である｡ しか し､これ らの星の公転は完全な円迎動から少 しずれ､円迎動に乗った局所
座楼系か らみると､それぞれ速度分散をもつような迎動をしている｡ 一方､星と星の平
均間隔と平均相対速度を用いて計算すると､屋同士の遭遇(encounter)による逆勤エネル
ギーの交換 は1014年 と宇宙年齢よりはるかに長 くかかり､銀河系の星は無拭突(colli-
sionless)の状態にあるとみなされている｡









の屋間ガスの乱流速度 と解釈する｡ しか し星間ガスの乱流は超音速であり､ガス雲のf'Si










































3匡Ⅰa,bは Nc-2000-6000, Mc-2-6×105 Moの範囲で迎皮分散が時間とともに増加す













恐 くなる｡ その時何が起きるか予測山来ない｡ 第2に考舷すべきことは ncarcst
neighbourhoodapproximationにおけるGMCsの動的効果である｡ 乱流運動 と銀河散分回





これらの聞出は､ 52が扱ったように1')の tcststarを追いかけて解析的に解 くこと
は不可能で､ 針弁機に組 らざるを得ない｡ Yasutomiと Fujimoto(1987)は markers
としての5000-10000の teststarsの退勤を数値的に追跡 した｡ tcststarsの敗をこ
れだけ多 くしたのは結果の統計的ゆらぎをなるべ く小さく押え組側 と有意に比較 したいた
めである｡
最初(t-0)､太陽系の近接で小さな振幅の epicyclicmotionを していた5000ケの LesL
starsが､銀河面上をどのように拡散して行 くかを示 したのが5図である｡ この図の下






5匹l 銀河面上での5000ケの tcststarsの拡散｡ 左が5×109年､右が1010年後の状態
を示す (Yas｡tomiaJdFujimoto1987)｡ teststarsを最初十字(0,0)のところ
に置いた｡ GMCsは10ケ/(kpc)2の数密まで銀河圏に均等に分布 している｡ Spiral
armsの虫力場も考慮しているが､銀河面に垂直方向の運動は廟 祝 した｡
4図と比べて線形近似か らのずれがいかに大きいかが分かる｡ 6図は3回と同 じように速
度分散の増加状況をこれら5000･Jの teststarsか ら出したものである｡ ただし test
starsの速度か らそれぞれの場所に'ぉける backgroundの銀河回転(円迎勤)の速度は差
し引いてある｡ t-109 yr以降の様相は82と全 く同 じで -tl/3で増加 し紋潤とよく合う｡
t=3-5×108 yrにおける大きなゆらぎはt=0におけるteststars渦状腕に対する位置･･速
度から出てきた計算上のことで無祝 してよい｡
















































もしここで再び同 じような運動を繰 り返せば星はさらにリングに近づいてい く｡ GMCsの
分布の数密旺(〃kPC2)はリングにむかって大きくなるため､統計的に見るとGMCとの紡突
頻腔はリン グに近い程布 く､散乱を受けなが らリングに向う迎動が T)ングか ら離れる運
動より城光に起 きる･｡ このような結束と解釈は､GMCsのリングより銀河巾心近 くに置い
たテス トBiがク=ij=こ移動 し､その平均位置<R>が リングに限 りな く接近する数値計算の
結果からも認められる｡ ここで再び注意すべきことは､以上の数値計算がGMCsの分布の
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qi ≡ `(V~`V声')2' = ~㌃
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はないか ら､<vr> - <vz> - 0. またTの小にvrとvZは同 じ形で入 っているか ら
6,-qZと結始でさる｡ ところが､実際には超巨星､巨星､主系列崖すべてのスペク ト
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8図
外側の卵形の曲線は E- 一定,J- 一定から決まり星の許される迎動領域を示 し､こ
の線上で,V宍 + V… - 0となる｡ もし硯分がEとJの2つであれば､軌道は卯の中 を埋め
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塾製粒1.i-血刀掛 こおける節3積分は 6I (62+62+q…)1/2<40kms~1までの範囲
で安正､GrlCsによって揺らぐことはあっても完全に消えて しまうことはない｡ただしGMCs
との統突を繰 り返 しOが大きくなるにつれて 6,JOz比は減少 し､ 6,= dzへ向かう｡
足の鵠団を 〝星ガス 〝と見なせば､銀河の 〝星ガス 〝は第3穣分をもつ状態か ら徐々に節3
桟分をもたない状態へ "相転移 〝をしていることになる｡ それに応 じて 〝星ガス 〝から
或る娘河系の重力構造 も変わっていくものと考えられる｡ 5>50kms-1のときどうな
るかはまだ計話 していないが､Eが大きくなったとさ､tlenon-1leiles のような結果が得
られれば､ "相転移 〝が急激に発生 したことになり､銀河 も〝地荘 〝を経験することにな
る｡
§5 波の_iB_力とGMCsq)舛秩序虫力の相互咋牡
渦状腕は組河を捕 埴する媒質一足 とガス-の渦状の故である｡ 全体の形を変えずに剛
体回転(propogaLion)を続け､渦を通過 してい く媒質 (特にガス)を圧縮 し星の形成を促進
する｡ 渦に塊IJしている屋とガスの量は周凹に畷べて1割増 しといったところ､従って
渦の由力 も銀河全体のつ くる虫力に較ペて小さく､これにようて銀河の円軌道からずれる












整 った(coherent)構造のため渦状淡の虫力の振動数 ･振幅 ･位相はよ くJi')的､､この頭力に





墓 も小 さい｡ しか し両者が同時に働 くとき､10図が示すように<R>の減少は著 しく､
前2者のそれぞれの結果を算術的に加えたもの以上 となっている｡ 桐のcoh即enは iTf_刀
とGMCsの軸秩序力が星に相乗的 (非線形的)に働いていると考え られる｡
形を変えずに回転(propa.gal.ion)する渦の虫力に対 し､星はcpicyclic逆動の周期 と馴 H
を適当に合わせて周期迎動を続けることが山来る(線形近似での強制振動)｡ ここでG㌢1Cs
が抜近 し屋のepicyclic迎勤 を乱すと､そhまで維持 してきた渦 との特別の位Jt=父J旅を蟻
して しまう｡ このとき星にとって渦の虫力 は無秩序力 となりGnCsの無秩序力 と同 じよう
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